
令和４年４月１日から令和４年９月30日まで

株主の皆様へ

第78期 
中間事業報告



顧客からの信頼を第一に考え、
高品質・高付加価値なものづくりに徹し、
社会の期待に応え、ともに発展する

未来を 育てる 人がいる
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コーポレート
ステートメント

経 営 理 念

平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
　このたびの新型コロナウイルス感染症によってお亡くなり
になった皆様には謹んでお悔やみ申し上げますとともに、 
罹患された皆様には、一日も早いご回復を心よりお祈り申し
上げます。
　ここに当社 第78期中間事業報告（令和４年４月１日から
令和４年９月30日まで）をお届けするとともに一言ご挨拶
申し上げます。

代表取締役会長兼社長

株主の皆様へ
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財務ハイライト （単位：百万円）

　当第２四半期連結累計期間における我が国は、新型コロ
ナウイルス感染症拡大の影響による厳しい状況が徐々に緩
和され、個人消費を中心に持ち直しの動きが見られました
が、新型コロナウイルス感染症「第７波」や世界景気の悪
化により輸出を中心に停滞した傾向が見られました。また、
ウクライナ情勢によって生じた地政学的リスクや原材料価
格の高騰、さらには急速に進行した円安等の影響から、景
気の先行きは不透明な状況となっています。引き続き新型
コロナウイルス感染症対策を継続しつつ、社会経済活動の
下振れリスクに十分注意する必要があります。
　当社グループが主に事業を展開している建設業界におい
ては、政府建設投資は底堅く推移しており、民間建設投資
は緩やかに持ち直していますが、受注環境の激化や建設資
材価格の高騰の影響もあり、注視が必要な状況が続いてい
ます。また、連結子会社のホテル事業においては、徐々に
持ち直しの動きが見られますが、コロナ前の水準には及ば
ず、依然として予断を許さない状況が続いています。

　第78期につきましても、事業計画達成に向け、安定的
な受注及び利益の確保、コスト競争力の強化、さらに人材
の計画的な育成に取り組んでまいります。また、株主の皆
様のご期待に応えるべく、健全な財務体質を堅持し、安定
的な配当の実施を継続すること、さらに、事業活動を通じ
て社会の持続的な発展に貢献することが、当社に課された
最重要使命であると深く認識し経営努力を続けてまいる所
存です。
　最後になりましたが、配当金につきましては期末時に期
末配当金として、普通株式１株につき、普通配当金100円
を実施させて頂く予定であります。
　今後とも株主の皆様におかれましては、一層のご支援を
賜りますようお願い申し上げる次第でございます。

第76期 第77期 第78期

33,818

75,265

25,901

60,103

34,419

81,500
（予想）

第76期 第77期 第78期

959

2,394
2,770

231

1,506

2,400
（予想）

第76期 第77期 第78期

1,050

2,952

453

2,864

2,047

2,500
（予想）

第76期 第77期 第78期

626

1,804

160

1,739
1,460

1,600
（予想）

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
四半期純利益

■■通期　■■上半期
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売上高

344億 19百万円

営業利益

15億 6百万円

経常利益

20億 47百万円

親会社株主に帰属する
四半期純利益

14億 60百万円

当第２四半期 
連 結 業 績

当社グループの当第２四半期連結累計期間の業績は、売

上高344億19百万円、営業利益15億6百万円、経常利益

20億47百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益14億

60百万円となりました。

当社グループが主に事業を展開している建設事業におけ

る当上半期の受注高につきましては、建築工事の「（仮称）

DPL長野千曲Ⅱ新築工事」、「（仮称）信毎松本製作センター

新築工事」、「（仮称）Dタワー富山新築工事」、土木工事の

「令和３年度河川災害復旧助成・社会資本整備総合交付金

（広域連携）」等の受注があり、総額では581億18百万円と

なりました。受注工事の工事別内訳としては、建築工事が

約94％、土木工事が約6％となりました。

当社単体の完成工事高におきましては、建築工事の「株

式会社スドージャム安曇野工場新築工事」、「（仮称）小宮

山印刷ふじみ野工場新築工事」、「ポレスター中御所新築工

事」、土木工事の「（仮称）加須プロジェクト造成工事」等

の完成により、総額では329億68百万円となりました。当

社単体の兼業事業売上高につきましては、5億57百万円と

なり、最終的な当社単体の総売上高は335億26百万円とな

りました。完成工事の工事別内訳としては、建築工事が約

89％、土木工事が約11％であり、発注者別内訳では、官

公庁工事が約10％、民間工事が約90％となりました。

次期への繰越工事高としましては、建築工事が764億37

百万円、土木工事が98億61百万円となり、全体では862

億99百万円となりました。

営業の概況
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受注工事高・完成工事高の推移 （単位：億円）

第74期

715733

第75期

614
574

第76期

566

726

第77期

708

576

第78期
（上半期）

581

329

■■ 受注工事高　■■ 完成工事高

当上半期の受注工事高及び完成工事高の状況 （単位：百万円）

工事別 前期
繰越工事高

当上半期
受注工事高 計 当上半期

完成工事高
下半期

繰越工事高

建　築

土　木

51,007

10,142

54,822

3,295

105,830

13,438

29,392

3,576

76,437

9,861

計 61,150 58,118 119,268 32,968 86,299
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2

主な完成工事

ＦＩＣＴ株式会社黒姫事業所
基板加工事業部スペース拡大計画

長沼体育館災害復旧建築工事 （仮称）小宮山印刷
ふじみ野工場新築工事

三菱ＨＣキャピタル株式会社
軽井沢山荘新築工事

用 途 工場
発 注 者 ＦＩＣＴ株式会社
設計監理 北野建設株式会社一級建築士事務所
施 工 地 上水内郡信濃町
工 期 令和３年６月～令和４年５月

用 途 体育館
発 注 者 長野市
設計監理 株式会社　エーシーエ設計
施 工 地 長野市
工 期 令和３年12月～令和４年８月

用 途 保養所
発 注 者 三菱ＨＣキャピタル株式会社
設計監理 北野建設株式会社一級建築士事務所
施 工 地 北佐久郡軽井沢町
工 期 令和３年９月～令和４年４月

用 途 工場
発 注 者 小宮山印刷株式会社
設計監理 合同会社アーキテクトシップ一級建築士事務所
施 工 地 埼玉県ふじみ野市
工 期 令和３年２月～令和４年４月
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6恵愛病院小児科新築工事

八十二銀行富士見支店
新築工事

Ｒ２末広橋下部工事

大阪府営吹田桃山台第１期高層住宅
（建て替え）新築工事（第３工区）

用 途 医療施設
発 注 者 医療法人　恵愛会　恵愛病院
設計監理 ＳＤ建築株式会社 
施 工 地 埼玉県富士見市針ヶ谷526－１
工 期 令和３年10月～令和４年７月

用 途 橋梁工事
発 注 者 関東地方整備局千葉国道事務所
設計監理 －
施 工 地 千葉県船橋市
工 期 令和３年２月～令和４年７月

用 途 銀行
発 注 者 株式会社八十二銀行
設計監理 株式会社アーキディアック
施 工 地 長野県諏訪郡富士見町
工 期 令和３年８月～令和４年５月

用 途 共同住宅
発 注 者 大阪府

設計監理 設計：株式会社藤和設計
監理：ヴィレッジ建築設計事務所

施 工 地 大阪府吹田市桃山台一丁目
工 期 令和元年12月～令和４年４月
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連結計算書類

科 目 前 期
（令和４年３月31日現在）

当第２四半期
（令和４年９月30日現在）

［ 資産の部 ］
流動資産 35,695 37,380
　現金及び預金 14,906 20,371

　受取手形・完成工事未収入金等 15,443 11,324

　有価証券 6 29

　販売用不動産 3,232 3,232

　未成工事支出金 385 976

　開発事業等支出金 － 30

　その他のたな卸資産 55 99

　その他 1,679 1,329

　貸倒引当金 △ 14 △ 14

固定資産 29,805 29,826

 有形固定資産 20,720 20,704

　建物及び構築物 15,965 16,880

　土地 10,073 10,073

　その他 6,832 7,232

　減価償却累計額 △ 12,151 △ 13,482

 無形固定資産 188 185

 投資その他の資産 8,896 8,936

　投資有価証券 6,140 6,067

　長期貸付金 64 58

　退職給付に係る資産 913 928

　繰延税金資産 17 17

　その他 1,792 1,895

　貸倒引当金 △ 31 △ 31
資産合計 65,500 67,206

科 目 前 期
（令和４年３月31日現在）

当第２四半期
（令和４年９月30日現在）

［ 負債の部 ］
流動負債 24,721 25,472
　支払手形・工事未払金等 9,891 9,714
　電子記録債務 4,110 4,920
　短期借入金 4,000 －
　未払法人税等 238 683
　未成工事受入金 4,024 8,498
　賞与引当金 323 280
　その他の引当金 98 84
　その他 2,034 1,289
固定負債 3,278 3,277
　退職給付に係る負債 65 62
　会員預託金 1,756 1,721
　繰延税金負債 1,167 1,209
　その他 288 285
負債合計 27,999 28,749

［ 純資産の部 ］  
株主資本 34,796 35,388
　資本金 9,116 9,116
　資本剰余金 3,188 3,188
　利益剰余金 24,443 25,284
　自己株式 △ 1,951 △ 2,200
その他の包括利益累計額 2,186 2,533
　その他有価証券評価差額金 1,820 1,789
　繰延ヘッジ損益 39 25
　為替換算調整勘定 238 636
　退職給付に係る調整累計額 88 81
非支配株主持分 517 534
純資産合計 37,501 38,456
負債純資産合計 65,500 67,206

中間連結貸借対照表 （単位：百万円）
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科 目
前第２四半期

（ 自 令和３年４月１日 ）至 令和３年９月30日

当第２四半期
（ 自 令和４年４月１日 ）至 令和４年９月30日

売上高

売上原価

　売上総利益

販売費及び一般管理費

　営業利益

営業外収益

営業外費用

　経常利益

特別利益

特別損失

 税金等調整前四半期純利益

 法人税、住民税及び事業税

 法人税等調整額

 法人税等合計

 四半期純利益

 非支配株主に帰属する四半期純利益

 親会社株主に帰属する四半期純利益

25,901

23,561

2,340

2,108

231

258

36

453 

123

183

394

55

168

224

169

9

160

34,419

30,536

3,883

2,376

1,506

573

32

2,047

0

0

2,048

600

△ 30

570

1,477

17

1,460

科 目
前第２四半期

（ 自 令和３年４月１日 ）至 令和３年９月30日

当第２四半期
（ 自 令和４年４月１日 ）至 令和４年９月30日

四半期純利益

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金

繰延ヘッジ損益

為替換算調整勘定

退職給付に係る調整額

四半期包括利益

169

43

△ 96

4

141

△ 4

213

1,477

348

△ 31

△ 13

400

△ 6

1,826

（内訳）親会社株主に係る四半期包括利益

非支配株主に係る四半期包括利益

203

9

1,807

19

中間連結損益計算書 （単位：百万円） 中間連結包括利益計算書 （単位：百万円）

科 目
前第２四半期

（ 自 令和３年４月１日 ）至 令和３年９月30日

当第２四半期
（ 自 令和４年４月１日 ）至 令和４年９月30日

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増加・減少（△）額

現金及び現金同等物の期首残高

現金及び現金同等物の四半期末残高

△ 100

85

△ 699

148

△ 565

12,436

11,871

10,077

△ 139

△ 4,878

425

5,485

13,935

19,420

中間連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）
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会社概要（令和４年９月30日時点）

社 名 北野建設株式会社
代 表 者 代表取締役会長兼社長　北野貴裕
設 立 昭和21（1946）年８月
資 本 金 91億1,649万円
従業員数 単体562名、連結906名
株 式 東京証券取引所

役員

ネットワーク

代表取締役会長兼社長
執行役員社長 北野　貴裕
取締役専務執行役員 山﨑　義勝
取締役常務執行役員 小澤　善太郎
取締役執行役員 久保　聡
社外取締役 宇田　好文
社外取締役 矢崎　ふみ子

常任（常勤） 監査役 滝沢　登
社外監査役 尾和　慶襯
社外監査役 酒井　信喜
社外監査役 西田　孝
執行役員 南澤　光弥
執行役員 山仲　健司
執行役員 倉科　和喜

執行役員 小林　政勝
執行役員 守安　修一
執行役員 丸山　譲
執行役員 小山　智
執行役員 村田　岳央
執行役員 有賀　正美
執行役員 上原　秀

海外

本社
松本支店
上田営業所
軽井沢営業所
佐久営業所
白馬営業所
飯田営業所
諏訪営業所
安曇野営業所

本社
長野本社
長野県長野市県町524　☎026(233)5111
東京本社
東京都中央区銀座１丁目９番２号　☎03(3562)2331

支社
大阪支店
松本支店

営業所（長野県内は右のとおり）
富山営業所
横浜営業所
埼玉営業所
千葉営業所
新潟営業所
上越営業所

事業所
ソロモン事務所

オーストラリア

ソロモン事務所

長野県

主な事業内容
（１）  国内外の建設工事の企画・設計・ 施工管理・ 

コンサルティング
（２） 地域開発、都市開発、リゾート開発事業
（３） 再生可能エネルギー事業
（４） ホテル、劇場、スポーツ施設などの経営
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株主メモ

北野建設CMギャラリーのご紹介

（ご注意）
１． 株主様の住所変更、単元未満株式の買取・買増請求その他各種

お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座 
管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を
開設されている証券会社等にお問合せください。株主名簿管理人

（三菱UFJ信託銀行）ではお取扱いできませんのでご注意ください。
２． 特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、

三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、左記
特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せくだ
さい。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたし
ます。

３． 未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店で 
お支払いいたします。

４． 公告の方法は、定款では左記のとおり定めておりますが、会社
法の定めにより、金融庁が運営する電子開示システムにおける 
開示をもって決算公告にかえています。
URL：https://disclosure.edinet-fsa.go.jp/

長野県内で放送されている
CMギャラリーを、
当社HPにて公開しております。

事業年度 ４月１日～翌年３月31日

期末配当金受領株主確定日 ３月31日

定時株主総会 毎年６月

株主名簿管理人
及び特別口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社 証券代行部
〒183-0044 東京都府中市日鋼町１－１
℡ 0120-232-711（通話料無料）
郵送先　〒137-8081
　　　　新東京郵便局私書箱第29号
　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社
　　　　証券代行部

上場証券取引所 東京証券取引所

公告の方法 日本経済新聞の公告により行う

http://www.kitano.co.jp/corporate/cm.php
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見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

環境に配慮した
｢ベジタブルインキ｣ を
使用しています。


